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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

1   安全・安心でみんながいきいき暮らすまち
（１）　みんなで健康づくりを進め、信頼できる地域医療をつくります

自分が健康
であると感
じる市民の
割合

主観的健康感（疾病の有無にか
かわらず、自分は健康であると
思う度合い）が高い人ほど生存率
が高いという相関関係が示され
ていることから、その割合を指
標とし、健康増進に努める。前
後期で 2 ポイントずつ増加する
ことを目標とし、最終目標値を
81％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

77% 79% 81%

市民満足度アン
ケートで、自分
の健康について
「とても健康で
ある」「健康であ
る」と答えた人
の割合

健康診査を
年 1 回受け
ている市民
の割合

市民一人ひとりが健康に関心を
持ち、自ら健康管理や健康づく
りに取り組むことが、市民主体
の健康づくりには欠かせない。
市民意識の向上をはかる指標と
して定期的に健康診査を受診し
ている市民の割合を設定し、前
後期で 2 ポイントずつ増加する
ことを目標とし、最終目標値を
75％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

71% 73% 75%

市民満足度アン
ケートで、過去
1 年以内の健康
診査を「受けた」
と答えた人の割
合

かかりつけ
医を持って
いる市民の
割合

医療の役割分担による診療機能
の充実など、地域医療体制の充
実をはかる指標として、市民一
人ひとりが日頃から安心して相
談のできる医療機関を持ってい
る割合を設定し、最終目標値を
7 ポイント増の75％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

68% 72% 75%

市民満足度アン
ケートで、かか
りつけの医師が
「ある」と答え
た人の割合

市立病院の
救急医療に
関する不満
足度

自治体病院として幅広い市民に
満足していただける医療を提供
するため、不満足と思われる要
素を取り除き、サービスレベル
の底上げを図ることを目標とし
て指標に設定する。最終目標値
を2.5ポイント減の17％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

19.5% 18% 17%

市民満足度アン
ケートで、市立
病院の救急外来
について「不満
である」「どちら
かといえば不満
である」と答え
た人の割合

市立病院の
外来患者紹
介率

地域の医療機関などとの連携を
深めることが、地域医療体制の
確立と安定した医療提供体制の
整備につながることから、外来
患者の紹介率を指標に設定する。
最 終 目 標 値 を10ポ イ ン ト 増 の
50％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

40% 47% 50%

（紹介患者数＋
即日入院救急患
者数）/初診患者
数×100

市立病院の
経常収支比
率

市立病院の経営の改善を図るこ
とが、医療の質とサービスの向
上につながることから、経常収
支の黒字化をめざし、指標に設
定する。「箕面市立病院改革プ
ラン」に基づき、最終目標値を
101.2％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

95.7% 98.8% 101.2%

経常収益／経常
費用×100
※企業会計では、
数値が高くなる
ほど経営状態が
良いことを表す

成果指標一覧
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法
（ 2 ）　ノーマライゼーションの理念に基づき誰もが安心して暮らせる

バリアフリーのまちをつくります
介 護 保 険
サービスを
受けている
人の中で、
受けている
サービスに
不満足な人
の割合

心身の状態に合ったより良いサー
ビスを提供することが、高齢者が
安心して暮らせることにつながる
ことから、不満足と思われる要素
を取り除き、サービスの底上げを
図ることを目標として指標に設定
する。前後期で2.8ポイントずつ
低下することを目標とし、最終目
標値を6.2％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

11.8% 9 %  6.2%

高 齢 者 福 祉 計
画・介護保険事
業計画策定のた
めのアンケート
調査で、現在利
用しているサー
ビス内容につい
て「多少不満」
「大変不満」と
答えた人の割合

障害者グル
ープホーム
・ケアホー
ムの利用者
数

障害者が自己選択・自己決定に基
づく自立した地域生活ができるよ
うサービス基盤を整備することが
重要であるため、グループホー
ム・ケアホームの利用者数を指標
に設定する。前後期で20人ずつ増
加することを目標とし、最終目標
値を118人とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

78人 98人 118人

障害者グループ
ホーム・ケアホー
ム の 利 用 者 数
（ 毎 年 1 ユニッ
ト（ 4 人分）の整
備がなされるよ
う誘導策を講じ
る）

困ったとき
の相談相手
がいない高
齢者の割合

身近な相談や見守り・声掛けに
よって、地域全体で支援する体制
が充実することから、相談相手が
いない高齢者が減るように、指標
として設定する。最終目標値を
3 ％とし、 5 年後はその中間値を
目標とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

4.6% 3.8 % 3%

高 齢 者 福 祉 計
画・介護保険事
業計画策定のた
めのアンケート
調査で、困った
ときの相談相手
について「誰に
相談したらよい
かわからない・
相談相手がいな
い」と答えた人
の割合

（ 3 ）　みんなで支え合って暮らしの安全を守ります
地震などの
災害に備え
て 対 策 を
とっている
市民の割合

災害に強いまちづくりを推進する
ためには市民の防災意識の向上が
重要であることから、その割合を
指標とする。すべての市民が防災
対策をとっていることを最終目標
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

53.5% 80% 100%

市民満足度アン
ケートで、家庭
で災害に備えて
の対策を「とっ
ている」と答え
た人の割合

自主防災組
織の結成数

地域防災力の向上をはかる指標と
して、基盤となる自主防災組織の
結成数を設定する。最終目標値を
現状の 4 倍とし、 5 年後はその中
間値を目標とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

62
団体

160
団体

240
団体

自主防災組織数

窃盗犯認知
件数（侵入
犯・街頭犯
罪）

地域での見守り活動が窃盗犯など
の犯罪防止に効果があることから、
犯罪のない安全で安心なまちをめ
ざし、身近な犯罪である窃盗犯の
件数を指標に設定する。前後期で
15％ずつ減少することを目標とし、
最終目標値を890件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

1,240 
件

1,050
件

890
件

窃盗犯認知件数
（侵入犯・街頭
犯罪）
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

出火率（人
口 1 万人あ
たりの出火
件数）

火災予防意識の向上をはかる指標
として、人口 1 万人当たりの出火
件数を指標に設定する。全国平
均・大阪府平均からみても低い状
況にあるが、更なる出火率の低減
をめざす。前後期で10％ずつ減少
することを目標とし、最終目標値
を2.4件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

3 件 2.7件 2.4件

火 災 件 数（ 1 月
1 日から12月末）
÷人口
（12月 末 現 在 ）
× 1 万人
※消防年報（箕
面市）

交通事故件
数

交通安全施策を推進するにあた
り、総合的に施策効果をはかるた
め、交通事故発生件数を指標に設
定する。前後期で10％ずつ減少す
ることを目標とし、最終目標値を
570件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

714件 640件 570件

交通事故発生件
数
※箕面の交通白
書

（ 4 ）　みんながいきいき働き、豊かに暮らせるまちをつくります

勤労者互助
会の加入者
数

勤労者の福利厚生の充実をはかる
指標として、小規模事業所で働く
勤労者に対して総合的な福利厚生
事業を行う箕面市勤労者互助会へ
の加入者数を指標に設定する。前
後期で50人ずつ増加することを目
標とし、最終目標値を1,600人と
する。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

1,497
人

1,550
人

1,600
人

箕面市勤労者互
助会の加入者数

地域就労支
援事業にお
ける相談者
の就職率

就職困難者などに対する総合的な
雇用・就労支援施策の推進をはか
る指標として、相談者の就職率を
設定し、最終目標値を10ポイント
増の25％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

15.7% 23.6% 25%

就職者／地域就
労支援事業での
相談者×100

シルバー人
材センター
の就業率

シルバー人材センターへの就業を
通じて高年齢者の生きがいの充実
や雇用の創出が図られることから、
シルバー人材センターの就業率を
指標に設定し、最終目標値を90％
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

84.2% 86% 90%

就業実人数／箕
面市シルバー人
材センター会員
数×100

消費生活苦
情相談の解
決率

消費者支援と消費者被害の防止の
推進をはかる指標として、消費生
活苦情相談の解決割合を設定し、
最終目標値を99％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

97.3% 99% 99%

箕面市立消費生
活センターでの
消費生活苦情相
談の解決割合



成果指標一覧 
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

2 　子どもも大人も育つまち
（１）　人と人が認め合い、受け容れあう豊かなまちをつくります

人権は非常
に大切なこ
とだと認識
している市
民の割合

一人ひとりが等しく尊重され、互
いに認め合う社会をめざして取組
を進めた結果、人権は非常に大切
なことだと市民が認識している割
合を指標に設定す
る。最終目標値を現状値の1.5倍
の80％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

51% 66% 80%

市民人権意識調
査で、人権をふ
だんどのように
意識しているか
について、「非常
に大切なことと
認識している」
と答えた人の割
合

国際交流協
会で活動し
ているボラ
ンティア数

多文化共生社会の実現に向け、市
民主体の国際交流・国際協力を進
めることをめざし、ボランティア
数を指標に設定する。最終目標値
を現状値の1.5倍の430人とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

286人 360人 430人

箕面市国際交流
協会で活動して
いるボランティ
アの実人数

行政委員会
及び附属機
関の女性委
員 の 割 合
（年度当初）

男女協働参画社会の実現に向け、
男女が互いに対等な構成員として
参画することをめざし、女性委員
の割合を指標に設定する。最終目
標値を16.8ポイント増の40％とす
る。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

23.2% 35% 40%

行政委員会及び
附属機関（法令
又は条例に基づ
いて設置される
もの）の女性委
員の割合
※現状値は2009年
4 月当初

（ 2 ）　子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします
子育て支援
セ ン タ ー
1 館あたり
の平均利用
組数

家庭での子育てを支援する場の充
実をはかる指標として、子育て支
援センター 1 館あたりの平均利
用組数を設定し、最終目標値を
6,000組とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

5,300
組

5,500
組

6,000
組

子育て支援セン
ターを利用する
親子の数（親と
子 で 1 組 ） の 1
館あたりの平均
組数

保育所の待
機児童数
（年度当初）

就学前保育の保障を図るためには、
保育枠の拡大や多様な保育サービ
スの充実が重要である。保育所の
待機児童数を指標に設定し、最終
的には待機児童の100％解消を目
標とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

59人 0人 0人

保育所の待機児
童数（年度当初）
※現状値は2009年
4 月当初

自由な遊び
場開放事業
の平均利用
割合

放課後、家にいる子どもの割合を
減らし、友だちと遊ぶ機会を増や
すことを目標として、自由な遊び
場開放事業を利用する子どもの割
合を指標に設定す
る。前後期で 3 ポイントずつ増加
することを目標とし、最終目標値
を18％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

12% 15% 18%

自由な遊び場開
放事業（放課後
に小学生が自由
に遊べるよう、
市立小学校の体
育館や運動場、
余裕教室の一室
を 開 放 ） の 1 日
平均利用者数／
（学校児童数－
学童保育児童数）
×100



114

※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

子どもが参
加できる場
や機会の数

子どもたちが自主的に参加し活動
できる場や機会をつくることが、
子どもの健全育成・自立支援に
とって重要であることから、子ど
も向け講座・イベント数を指標に
設定する。前後期で 3 回ずつ増加
することを目標とし、最終目標値
を23回とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

17回 20回 23回

市民団体などの
子 ど も 向 け 講
座・イベントの
回数

（ 3 ）　子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます

中学校 1 年
生の不登校
出現率（千
分率）

中学校進学時に不登校が急増する
ことから、中学 1 年生の不登校の
1,000人あたりの出現率を指標に
設定する。前後期で 2 ポイントず
つ減少することを目標とし、最終
目標値を 7 ‰とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

11.7‰ 9.7‰ 7‰

在籍生徒数1,000
人あたりに占め
る不登校生徒数
の割合

学校教育自
己診断の実
施率

保護者、地域の声を学校運営に生
かし、学校教育への信頼を高める
ことを目標として、保護者、児
童・生徒、教職員、管理職を対象
としたアンケート調査による学
校教育自己診断の実施率を指標に
設定する。学校によって実施が隔
年、 3 年ごと、不定期など異なる
ため実施率は年度により変動する
が、最終的には全校で毎年実施す
ることをめざす。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

20% 60% 100%

全市立小中学校
数に対する学校
教育自己診断を
実施した学校数
の割合

箕 面 市 学
力・学習状
況調査（ 8
項目）結果
（国の平均
正答率以上
の項目率）

児童・生徒の基礎的学力の習熟度
や達成状況を把握するため、市が
実施する学力・学習状況調査の結
果、国の平均正答率を上回ってい
る項目の割合を指標に設定し、最
終目標値を100％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

75% 100% 100%

箕面市学力・学
習状況調査にお
い て、 8 項 目 の
うち国の平均正
答率以上の項目
が占める割合

箕 面 市 体
力・運動能
力、運動習
慣等調査
（ 8 種目）
結果（国平
均以上の種
目率）

児童・生徒の基礎的体力の状況
を把握するため、市が実施する
体力・運動能力、運動習慣等調
査の結果、国の平均値を上回っ
ている種目の割合を指標に設定
し、最終目標値を100％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

50% 100% 100%

箕面市体力・運
動能力、運動習
慣等調査におい
て、 8 種 目 の う
ち国平均以上の
種目が占める割
合
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

（ 4 ）　生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります

生涯学習活
動に参加し
ている市民
の割合

市民の自主的な生涯学習活動を
はかる指標として、継続的に生
涯学習活動に参加している市民
の割合を設定し、最終目標値を
55％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

45.6% 50% 55%

市民満足度アン
ケートで、習い
事や趣味の活動
を行っていると
答えた人の割合

図書館の貸
出冊数＜個
人・団体＞

図書館利用の利便性向上、資料
提供・相談機能の強化など、生
涯学習の基盤としての充実をは
かる指標として、貸出冊数を設
定し、最終目標値を150万冊とす
る。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

1,435,589
冊

1,470,000
冊

1,500,000
冊

箕面市立図書館
の貸出冊数

スポーツ施
設の稼働率

スポーツ活動の機会の充実や拠
点整備・連携を進める指標とし
て施設稼働率を設定し、前後期
で 1 ポイントずつ増加すること
を目標とし、最終目標値を81％
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

79.2% 80% 81%

総 利 用 件 数 ／
｛総施設数× 3
コマ（午前・午
後・ 夜 間 ）｝ ×
100

スポーツ施
設の利用人
数

市民の自主的なスポーツ活動の
充実を図るため、活動の場の提
供を行っていることから、施設
利用人数を指標に設定する。前
後期で 1 %（4,000人）ずつ増加
することを目標とし、最終目標
値を404,656人とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

396,656
人

400,656
人

404,656
人

第一・第二総合
運動場の個人及
び団体（スポー
ツのつどい・ト
レーニングルー
ム・プール）年
間利用人数

生涯学習セ
ンターなど
の稼働率

生涯学習の機会の充実や拠点整
備・連携を進める指標として施
設稼働率を設定し、前後期で 5
ポイントずつ増加することを目
標とし、最終目標値を61％とす
る。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

51.1% 56% 61%

総 利 用 件 数 ／
｛総施設数× 3
コマ（午前・午
後・ 夜 間 ）｝ ×
100

生涯学習セ
ンターなど
の利用人数

市民の自主的な生涯学習活動を
促進し、多様な生涯学習機会の
充実を図るため、生涯学習の場
の提供を行っていることから、
施設利用人数を指標に設定する。
前後期で14,000人ずつ増加する
ことを目標とし、最終目標値を
370,000人とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

342,225
人

356,000
人

370,000
人

西南公民館、中
央・東生涯学習
センター、四中
開放教室、箕面
文化・交流セン
ターの年間利用
人数

近 隣 自 治
体・大学な
どとの広域
連携により
市民利用可
能な施設

生涯学習活動が身近に行える環境
整備を進める指標として、広域連
携により利用できる施設数を設定
し、最終目標値を 7 カ所とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

3カ所 5カ所 7カ所

近隣自治体・大
学などとの広域
連携により市民
が利用できる施
設の数
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

3 　環境共生さきがけのまち
（ 1 ）　環境にやさしい生活を進めます

地球環境保
全のために
意識・行動
している市
民の割合

環境にやさしいライフスタイル・
事業活動の拡大のためには、市民
一人ひとりが身近な問題としてと
らえることが必要であることから、
箕面市市民満足度アンケートにお
ける地球環境保全意識の向上と行
動の推進状況を指標に設定し、最
終目標値を90％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

45.9% 60% 90%

市民満足度アン
ケートで、環境
の保全のための
行 動 に つ い て
「意識している」
と答えた人の割
合

積極的にご
み減量・資
源化に取り
組んでいる
市民の割合

環境保全のための具体的な取組と
して、ごみ減量や資源化などに取
り組んでいる市民の割合が増える
ことが環境にやさしいまちづくり
に貢献するものとして指標に設定
し、最終目標値を90％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

52.6% 60% 90%

市民満足度アン
ケートで、ごみ
減量化方策につ
いて「いつもす
る」と答えた人
の割合

温室効果ガ
スの削減率

環境負荷を低減させるための取組
状況を示すものとして、温室効果
ガスの削減目標値を指標とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

12.3%
増 9.5％減 25％減

電 気・ ガ ス・ 燃
料などの使用量、
廃棄物の焼却量
などに排出係数
を乗じて換算し
た、二酸化炭素
など温室効果ガ
ス総排出量の1990
年（平成 2 年）に
対する増減率

（ 2 ）　市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります

緑化空間
面積

市街地におけるみどりの保全・育
成により、まちなかのみどり空間
を増やすことは、みどり豊かな都
市景観を形成することにつながる
ため、緑化空間面積を指標に設定
する。前後期で 2 ％ずつ増加す
ることを目標とし、最終目標値を
2,756haとする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

2,651
ha

2,708
ha

2,756
ha

箕面市みどりの
基本計画に基づ
く、 緑 地（ 都 市
公園、自然公園、
近郊緑地など）
面積の合計

まちなかの
みどり支援
制度助成件
数

山間・山麓部のみどりとともに市
街地に広がる農地や公園、街路樹
など身近なみどりを守り育てる
ことが豊かな環境をはぐくむため、
まちなかのみどり支援制度の助成
件数を指標に設定し、最終目標値
を150件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

77件
（保護樹
木・樹林）

120件 150件

まちなかのみど
り支援制度（市
街地部の民有空
間のみどりを守
り育てる取組へ
の助成）で助成
した件数

長期優良住
宅の認定戸
数　

安心して住み続けられる住宅を的
確に表す制度として長期優良住宅
認定制度があるため、長期優良
住宅の認定戸数を指標に設定する。
年80戸の増を目標とし、最終目標
値を960戸とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

0戸 560戸 960戸

「長期優良住宅
建築等計画」の
認定を受けた住
宅の戸数
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

上水道経費
回収率

上水道事業の安定的、継続的な経
営をはかる指標として、経費回収
率（上水道料金でどれだけ給水
原価を回収できているかを表すも
の）を設定する。今後、更新費
用が発生するので、最終目標値を
100%以上とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

93.5% 96%
以上

100%
以上

供給単価／給水
原価×100
※供給単価＝水
道料金／年間有
収水量
※給水原価＝経
常費用ー（受託
工事費＋材料売
却原価＋不用品
売却原価）／年
間有収水量下水道経費

回収率

下水道事業の安定的、継続的な経
営をはかる指標として、経費回収
率（下水道使用料でどれだけ下水
処理原価を回収できているかを表
すもの）を設定し、最終目標値を
105%以上とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

106.1% 105%
以上

105%
以上

（ 3 ）　人と環境にやさしい交通体系を整えます

自家用車の
利用率

自動車から公共交通機関への利用
転換が進むことが、自動車による
環境負荷の軽減につながることか
ら、自家用車の利用率を指標に設
定し、最終目標値を22.4％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

28% 26.5% 22.4%

主な外出先へ行
く時の交通手段
のうち自家用車
の 割 合（ ア ン
ケート調査によ
る）

徒歩・自転
車で移動す
る人の割合

歩行者・自転車にやさしい交通基
盤を整備した結果、徒歩・自転車
で移動する割合が増えると考えら
れることから、これらの割合を指
標とする。前後期で1.9ポイント
ずつ増加することを目標とし、最
終目標値を22.8％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

19% 20.9% 22.8%

交通量調査の結
果、 歩 行 者・ 自
転車の交通量割
合（12時 間 の 市
内 6 カ所の平均）

鉄道・バス
の 1 日の乗
降客数

鉄道の延伸やバス路線網の整備な
ど公共交通の充実は、鉄道・バス
の乗降客数に反映されることから、
1 日の乗降客数を指標に設定し、
最終目標値を鉄道89,800人、バス
27,000人とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

鉄道
36,669

人
38,500

人
89,800

人

鉄道・バス会社
調べ

バス
30,795

人
31,400

人
27,000

人

4 　「箕面らしさ」を生かすまち
（ 1 ）　山麓に代表されるみどり豊かな自然環境を守ります

山なみのみ
どりに対す
る満足度

豊かなみどりに親しみ、愛着を持
つことが、みどりを保全する取組
につながることから、山なみのみ
どりに対する満足度を指標に設定
し、最終目標値を85％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

81.6% 83% 85%

市民満足度アン
ケートで、山なみ
のみどりについて
「満足している」
「どちらかといえ
ば満足している」
と答えた人の割合
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法
山なみ景観
保全地区の
うち、自然
緑地の指定
に同意が得
られた面積
の割合

山林所有者、市民、行政が協働で
取り組む山麓保全活動がどの程度
進んだかの指標として、山なみ景
観保全地区のうち、所有者が自然
緑地の指定に同意した面積の割合
を設定し、最終目標値を8.9ポイ
ント増の50％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

41.1% 45% 50%

自然緑地同意面
積／山なみ景観
保 全 地 区 面 積
（380ha)×100

市民による
河川、ため
池での清掃
美化活動箇
所数

水辺環境とのふれあいの機会の増
加をはかる指標として、市民や
NPOなどが、河川やため池など
の清掃活動などにかかわっている
箇所の数を設定する。前後期で 5
カ所ずつ増加することを目標とし、
最終目標値を20カ所とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

11カ所 15カ所 20カ所

市民による河川、
ため池での清掃
美化活動箇所数

（ 2 ）　住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・
まちなみ景観を大切にします

まちなみの
美しさに対
する満足度

美しいまちなみを守り育てる取組
を行った結果、市民の満足度がど
の程度上がったかを指標に設定す
る。前後期で 2 ポイントずつ増加
することを目標とし、最終目標値
を73％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

69% 71% 73%

市民満足度アン
ケートで、まち
なみの美しさに
ついて「満足し
ている」「どちら
かといえば満足
している」と答
えた人の割合

地区まちづ
くり計画の
数

景観に対する市民の意識高揚を
図った結果、市民主体による地区
の住環境に関するルールづくり
がどの程度進んだかの指標として、
地区まちづくり計画の数を設定す
る。前後期で 1 割ずつ増加するこ
とを目標とし、最終目標値を24件
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

20件 22件 24件

市民が自主的に
つくった地区の
まちづくり計画
の数

長期優良住
宅の認定戸
数（再掲）

安心して住み続けられる住宅を的
確に表す制度として長期優良住宅
認定制度（2009年（平成21年） 6
月創設）があるため、長期優良住
宅の認定戸数を指標とする。年80
戸の増を目標とし、最終目標値を
960戸とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

0 戸 560戸 960戸

「長期優良住宅
建築等計画」の
認定を受けた住
宅の戸数

住宅の耐震
化率　

安心して住み続けられるような住
宅とするためには、住宅の耐震化
を進める必要がある。住宅の耐震
化率を指標に設定し、最終目標値
は、国の目標値を適用した。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

74% 90% 95%

耐震性を満たす
住宅数／住宅総
数×100
※現状値は2007年
度実績
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

（ 3 ）　旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます
郷土資料館
企画展の来
場者数

箕面の歴史・文化を知り、触れる
機会をはかる指標として、郷土資
料館の来場者数を設定し、最終目
標値を20,000人とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

17,000
人

19,000
人

20,000
人

郷土資料館企画
展の来場者数

市民協働で
実施する文
化振興事業
団主催の文
化イベント
の数

市民の自主的な活動が新しい文化
として長く受け継がれることをは
かるための指標として、財団法人
箕面市文化振興事業団が市民協働
で実施する文化イベント数を設定
し、最終目標値を25件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

14件 20件 25件

市民協働で実施
する文化振興事
業団主催の文化
イベントの数

（ 4 ）　箕面の滝や紅葉に加え、新たな魅力の創出によって観光や産業を活性化します

明治の森箕
面国定公園
の観光客数

観光地としての魅力が上がった結
果として、観光客数の増加につな
がることから、本市を象徴する観
光名所を含む明治の森箕面国定公
園の観光客数を指標に設定する。
前後期で 3 ％ずつ増加することを
目標とし、最終目標値を280万人
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

266
万人

273
万人

280
万人

環境省自然環境
局「自然公園等
利用者数調」に
よる年間利用者
数

箕面地区の
商店区の年
間販売額

箕面駅周辺の魅力向上により回遊
性を高めた結果として、観光客の
商店街での消費の増加につながる
ことから、年間商品販売額を指標
に設定する。前期で90億円を目標
とし、最終目標値を95億円とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

8,258
百万円

9,000
百万円

9,500
百万円

商業統計調査の
「商業集積地ご
との年間販売額」
に よ る 箕 面 滝
道、箕面桜通り、
箕面サンプラザ、
箕面本通り、箕
面駅南の各商店
区の合計販売額

商店街の空
き店舗数

商店街の賑わい創出の結果として、
商店街の空き店舗数を指標に設定
する。前後期で10店舗ずつ減少す
ることを目標とし、最終目標値を
20店舗とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

40店舗 30店舗 20店舗

17商店街などの
空き店舗数

農業サポー
ター登録者
数

農業者の営農継続には、市民参画
（ボランティア）による支援も有
効なため、農業サポーター登録者
数を指標に設定する。前後期で50
人ずつ増加することを目標とし、
最終目標値を150人とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

53人 100人 150人

農業サポーター
登録者数

市民農園数
市民が農業に親しむ機会の提供、市
民の農業への関心を高めることをは
かる指標として、市民農園数を設定
し、最終目標値を25カ所とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

14カ所 20カ所 25カ所
市民農園の数

朝市の販売
額

農業振興、地産地消の進展をはか
る指標として、朝市販売額を指標
に設定する。最終目標値を30,000
千円とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

15,800
千円

26,000
千円

30,000
千円

箕面駅前朝市、
止々呂美朝市、
箕面中央朝市の
販売額
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

（ 5 ）　箕面らしい都市魅力をさらに高め、誰もが住んでみたいと思うまちをつくります

住んでみた
い街ランキ
ング
（関西圏）

住んでみたい街ランキングは、箕
面のブランド力を表す指標として
測定しやすく明解であるため、こ
れを指標に設定し、ベスト 5 を目
標とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

14位 10位 5位

不動産大手 8 社が
運営する新築マン
ションポータルサ
イト「メジャーセ
ブン」が実施する
マンショントレン
ド調査「住んでみ
たい街アンケート
（関西圏）」の結
果
※現状値は2010年

住みよさラ
ンキング
（全国）

住みよさランキングは、箕面のブ
ランド力を表す指標として測定し
やすく明解であるため、これを指
標に設定し、15位を目標とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

58位 30位 15位

「 都 市 デ ー タ
パック」（東洋経
済新報社発行）
の全国都市ラン
キングの結果

新聞などで
箕面市関連
の話題が報
道された件
数（事件・
事故を除く）

「箕面らしさ」を全国に発信する
取組の結果をはかる指標として測
定しやすく明解であるため、こ
れを指標に設定し、最終目標値を
230件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

170件 200件 230件

四大紙やテレビ
などで報道され
た市情報提供の
掲載・放映件数

5 　誰もが公共を担い、みんなでつくるまち
（ 1 ）　地域コミュニティが元気で住みよい地域をつくります

地縁団体の
世帯加入率

自治会など地縁団体への市民参画
の度合いをはかるものとして、自
治会、マンション等管理組合の世
帯加入率を指標に設定し、最終目
標値を70％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

53.3% 60% 70%

自治会、マンショ
ン等管理組合加入
世帯数／全世帯数
×100
※現状値は2008年
12月末現在

コ ミ ュ ニ
テ ィ セ ン
ターの利用
者数

地域コミュニティへの参画、地域
活動の活性化をはかる指標として、
地域活動の拠点としてのコミュニ
ティセンターの利用者数を指標に
設定し、最終目標値を385,000人
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

307,228
人

350,000
人

385,000
人

市内12のコ ミ ュ
ニティセンター
の利用者数の合
計

シニア・ナ
ビ紹介件数

地域の新たな担い手となる団塊世
代の方々が、地域活動などにかか
わっていくことを示す指標として、
シニア・ナビを通じて紹介した件
数を設定し、最終目標値を540件
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

0件 270件 540件

シニア・ナビを
通じて地域活動
などに紹介した
件 数。2015年 度
の 目 標 値 は、58
歳 か ら74歳 ま
での人口推計約
27,000人の 1 ％、
2020年 度 は 2 ％
に設定



成果指標一覧 
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

（ 2 ）　市民活動相互の連携を強化し、公共の担い手をこれまで以上に多様化・多元化します

みのお市民
活動センタ
ー利用件数

市民活動を支援する各種ソフト事
業の実施による同センターの利
便性向上、利用促進の結果とし
て、貸部屋（有料）の年間利用件
数を指標に設定し、最終目標値を
3,700件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

2,918
件

3,200
件

3,700
件

貸部屋（有料）を
行っている施設
（多目的室 1 ・ 2 、
会議室、小会議
室、プレイルー
ム）の年間利用件
数。2015年度は稼
働率60％、2020年
度は稼働率70％を
目標とする。（稼
働率100％で5,325
件）

シニア・ナ
ビ紹介件数
（再掲）

地域の新たな担い手となる団塊世
代の方々が、地域活動などにかか
わっていくことを示す指標として、
シニア・ナビを通じて紹介した件
数を設定し、最終目標値を540件
とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

0件 270件 540件

シニア・ナビを
通じて地域活動
などに紹介した
件 数。2015年 度
の 目 標 値 は、58
歳 か ら74歳 ま
での人口推計約
27,000人の 1 %、
2020年度は 2 %
に設定

N P O 条 例
登録団体及
び 市 内 に
主たる事務
所 を お く
N P O 法 人
数

市民活動の活発化と団体の自立
促進の結果として、NPO条例登
録団体及び市内に主たる事務所を
おくNPO法人数を指標に設定し、
最終目標値を135団体とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

121
団体

130
団体

135
団体

非営利公益市民
活動促進条例第
10条登録団体数
及び市内に主た
る事務所を置く
NPO法人数
※現状値は2009
年 3 月末現在

N P O 協 働
事業数（委
託・指定管
理）

市民と行政の協働によるまちづく
りの推進をはかる指標として、市
が市内のNPOに委託または指定
管理した事業数を設定し、最終目
標値を50事業とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

34事業 45事業 50事業

NPOと協働で実
施する事業の数
（委託・指定管理）

みのお市民
活動センタ 
ー相談件数
（ネットワ 
ーク関係）

多様な主体のネットワークの広が
りを示す指標として、みのお市民
活動センターに寄せられるネッ
トワーク関係の相談件数を設定し、
最終目標値を250件とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

217件 225件 250件

みのお市民活動
センターにおけ
るネットワーク
に関する相談の
件数
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※現状値：2008（平成20）年度、目標値1：2015（平成27）年度、目標値2：2020（平成32）年度

成果指標名 指標の根拠 主役度 現状値 目標値 1 目標値 2 算出方法

（ 3 ）　行政は市民とともに無駄のない経営を進め、健全な財政を次世代に継承します

経常収支比
率（臨時財
政対策債を
除く経常収
支比率）

経常収支比率は、人件費、扶助費、
公債費の義務的経費などの経常的
経費に市税などの経常的に収入
される一般財源が、どの程度の割
合で充当されているかを示すもの
で、2013年度に緊急プランで想定
している100％以下を達成した上
で、2020年度には更に、5％下回
る95％とし、その中間年度である
2015年度については、その中間値
である98％の設定とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

105.5% 98% 95%

経常経費充当一
般財源／経常一
般財源等×100

市立病院の
経常収支比
率（再掲）

市立病院の経営の改善を図ること
が、医療の質とサービスの向上
につながることから、経常収支の
黒字化をめざし、指標に設定する。
「箕面市立病院改革プラン」に基
づき、最終目標値を101.2％とす
る。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

95.7% 98.8% 101.2%

経常収益／経常
費用×100
※企業会計では、
数値が高くなる
ほど経営状態が
良いことを表す

上水道経費
回収率（再
掲）

上水道事業の安定的、継続的な経
営をはかる指標として、経費回収
率（上水道料金でどれだけ給水
原価を回収できているかを表すも
の）を設定する。今後、更新費
用が発生するので、最終目標値を
100%以上とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

93.5% 96%
以上

100%
以上

供給単価／給水
原価×100
※供給単価＝水
道料金／年間有
収水量
※給水原価＝経
常費用ー（受託
工事費＋材料売
却原価＋不用品
売却原価）／年
間有収水量

下水道経費
回収率（再
掲）

下水道事業の安定的、継続的な経
営をはかる指標として、経費回収
率（下水道使用料でどれだけ下水
処理原価を回収できているかを表
すもの）を設定し、最終目標値を
105%以上とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

106.1% 105%
以上

105%
以上

基 金 残 高
（普通会計
ベースの積
立基金残高）

安定的な財政運営のためには、一
定額の基金の留保は必要である。
基金残高は、2015年までは減少す
る見込みであるが、その後は改革
の成果により得た資金を基金に留
保していく。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

147億円 87億円
※

102億円

普通会計ベース
の積立基金残高
※交通施設整備
基 金28億 円 の 取
り崩しを想定

市政に市民
の意向が反
映されてい
ると考える
市民の割合

市民意見を把握し、市政へ反映さ
せる行政運営の効果をはかる指標
として、市政に市民の意向が反映
されていると考える市民の割合を
設定し、最終目標値を50％とする。

市　民
事業者
行　政

★★★
★★★
★★★

26% 40% 50%

市民満足度アン
ケートで、市の
まちづくりに市
民の意見や考え
方が「十分取り
入れられている」
「ある程度取り
入れられている」
と答えた人の割
合
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